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天一国三年天暦12月1日（陽暦1月10日） 第03-12106-41 

 創造主、天の父母様に似た、真の愛を実践する 

天一国の真の主人になろう！ 

【年頭標語】 

 天一国3年天暦11月28日（陽1.7）天正宮博物館 
 

 2016年新年を出発し、真の父母様主管新年祝賀会が

ありました。 

真の父母様をお迎えする中、新年の挨拶をささげ、一年

の健康を祈願しました。 

世界本部を中心に、韓国と日本協会、主要摂理機関が

真の父母様に、ご聖誕記念式と基元節3周年行事など、

2016年の勝利のための計画を報告しました。 

真のお母様は、すべての祝福家庭と指導者たちが、真の

父母様の顕現を知らせ、称えることのできる一年となるこ

とを願うと激励してくださいました。 

  

真のお母様のみ言 

  

真の父母様が皆さんを直接養育、教育して下さいました。

祝福家庭として、指導者として、立てることができる位置に

すべて立ててあげました。過去のイスラエル民族とは異な

ります。皆さんは摂理歴史の中心にあるという話です。言

葉で表現することのできないほどの栄光の立場であり、歓

迎された立場です。しかし責任があります。真の父母様

は、73億(人類)の真の父母です。73億の人類は、真の父

母様の子女となるべきであり、民とならなければなりませ

ん。真の父母様の願いは、人類一家族です。そのために

は皆さんが決意する態度が確実でなければなりません。 

遅れている感じがしますが、真の父母様の御生誕をこれ

から、一日も早く世界中の人々の前に知らせなければな

りません。それは人類の希望です。 

世界人類がこの日を待ち望み、父母様の御聖誕を祝賀

し、希望を持つことができるよう、より努力しましょう。 

  

参加者たちは、ビジョン2020勝利の確固たる基盤を固め

るため、大きな実績を収めることを決意し、2016年を出発

しました。 

 

本教会の礼拝に初めて参加された方を心から歓迎いたします 
  天の父母様と真の御父母様の祝福が共にありますようお祈り致します 

 

1．お誕生日を迎えた食口の皆様、おめでとうございます。 

 

2．  

   基元節3 周年を迎えるまでの40 日間、神氏族メシヤ勝利と 

  責任完遂のために、「우리는하나다（ウリヌンハナダ）」で 

  全食口が真の父母様とひとつとなって、邁進して参りましょう！ 

 

  期間：第1 次：1 月5 日～2 月13 日までの40 日  

      ※第2 次、第3 次も予定 

  目標： 

①  

②礼拝参加目標（全教区-教会120％UP）達成 

③1 万神氏族メシヤ決意家庭登録の完了 

④基元節3 周年に向けての祝福（既成・独身）目標の達成 

 

3．第24回 嫁さん弁当   

  日時：1月13日（水） 

 

4．ハートフルセミナー   

  日時：1月21日（木）10:30 

  場所：プラザウエスト 

  講師：近藤文彦先生 

 

5．２ＤＡＹセミナー   

  日時：1月30日（土）～１月３１日（日） 

  場所：プラザウエスト 

 

6．御聖誕日行事と基元節3 周年、祝福行事案内   

  ①御聖誕日行事 

   標準日程：陽暦2016 年2 月12 日～14 日 

   2月13日：御聖誕日記念式（清心平和ワールドセンター） 

   ※大役事参加者も参加可能 

    ■東埼玉教区・ 御聖誕日＆大役事ツアーを企画しています  

      ２月１１日（木）～２月１４日（日） ３泊４日 

  ②基元節3 周年記念行事及び祝福式行事 

   標準日程：陽暦2016 年2 月17 日～21 日 

   2月20日：基元節３周年記念及び祝福式 

 

 

      

 

 
 

 

教区長 ： 鄭 日權 牧師 

さいたま市南区南浦和1丁目23-12 
 Tel：048-886-8774／Fax：048-886-8797 

E-mail: uc.urawa@gmail.com 
  

2016年真の父母主管新年祝賀会  



 創世記15章10節から13節までをみると、アブラハム

は、他の供え物は、二つに裂き、祭壇の左右に置いた

けれども、鳩だけは裂かずにそのまま置いたので荒い

鳥がその死体の上に降り、アブラハムは、これを追い

払ったと記されている。 

 神はその日、日の入るころ、アブラハムに現れて、

『あなたはよく心にとめておきなさい。あなたの子孫

は、他の国に旅人となって、仕え、その人々は彼らを

400年の間、悩ますでしょう。』と言われた。それに

よって、イスラエル民族は、エジプトに入り、400年苦

役するようになったのである。 

 象徴献祭の失敗によって、それで蕩減復帰しようとし

たすべてのものは失敗してしまった。その結果、アブラ

ハムの子孫が、異邦のエジプトで400年間苦役するよう

になった。 

 その理由はアブラハムの過ちにより、ノア以後の400

年期間をサタンに奪われたので、アブラハムが失敗する

前の立場、したがって、ノアが神の召命を受けた立場

を、民族的に蕩減復帰するためには、この400年サタン

分立期間を、再び立てなければならなかったのである。 

 そして、アブラハムを中心とする摂理は、イサクから

ヤコブまで、三代にわたって延長されたのである。 

 
 

新春全国責任者会議を開催 
 
 「2016年度 新春全国責任者会議」が1月5、6日の2
日間、川崎市にある宮崎台国際研修センターで開催
され、牧会者、教区婦人代表、本部責任者、特別巡
回師ら約470人が参加しました。 
 李海玉総会長夫人は講話で、「他の宗教は、神様
から福を受ける方法を教えてくれますが、天の父母様
（神様）の心情世界を教えてくれる宗教はありません。
しかし、私たちは人を生かす力のある真理を持ってい
ます。真の生命の根源を持っているのです」と語りまし
た。 
 宋龍天・全国祝福家庭総連合会総会長はメッセー
ジの中で、「2016年のキーワードは選択と集中です」と
指摘。具体的には「最も基礎となるのがリーダーシップ
改革であり、それができずして成功はありません。一
人のカリスマ指導者ではなく、オーケストラの指揮者の
ように皆の才能を引き出すリーダー。食口たちに自信
を与え、やる気が出るように導きながら、彼らの成長を
促す指導者となってください」と語りました。最後に、
「夢を夢で終わらせてはならない。必ず成し遂げてこ
そ夢だ」という内容の文鮮明師のみ言を紹介。その上
で、「一つになれば成せないことはありません。天が与
えてくださった2016年、必ず飛躍する1年とするように
決意していきましょう」と呼び掛けました。 

 

                                  説教者 ： 鄭 日權教区長 

                              司会者 ： 田川 敏 

           伴奏者 ： 町田滋子 

     開   会  ・・    

     黙   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 ※聖   歌  ・・・・・・・・・・  聖歌 3番  ・・・・・・・・・ 体 

 ※敬   拝  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体  

 ※家庭盟誓  ・・・・・・・・・・（ 日本語 ）・・・・・・・・・・    全 体     

 ※年頭標語  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

    代表祈祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

   聖   歌   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   聖歌隊         

    み言訓読  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体                                  

     説      教   召命の人生 

 ※聖歌と献金 ・・・・・・・・・・  聖歌 38番  ・・・・・・・・・  

 ※祝   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    教区長  

 ※全体祈祷  ・  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

    お知らせ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

   閉      会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     司会者 

 

※起立して進行します 

  

 

全 体 

全 体 
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全 体                                             

  開          会 
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※敬          拝 

※家 庭 盟 誓 

※年 頭 標 語 

  全 体 祈 祷 

   聖          歌 

   み 言 訓 読 

  説          教月    

  聖歌と献金 

  感 謝 祈 祷 

  お 知 ら せ     

※祝          祷 

※全 体 祈 祷 

  閉          会  

 

 神様の摂理は原理原則によって 

『 生めよ、殖えよ、地に満ちよ、萬のものを治めよ』 


